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「施設実態調査」並びに「会員意識調査」実施への協力について（周知のお願い） 
 
拝啓 貴会には、ますますご健勝のこととお慶び申しあげます。 

さて、当会では臨床検査技師を取り巻く社会情勢並びに現状を、今後の日臨技事業活動の参考資料とす

るため、標記調査を 2 年に 1 回実施しております。本調査については、都道府県技師会並びに会員の皆

様に多大なご協力いただいていますことを改めて感謝申し上げます。 
この度、令和３年度の標題調査を下記のとおり実施いたします。 
なお、本調査は Web を活用した回答方式となっていますが、前回（令和元年度）の回答率は、施設実

態調査が 47.89％、会員意識調査は 24.49％で著しく低い結果でした。ぜひ皆様のご協力をお願い申し上

げます。 
つきましては、業務ご多忙のところ誠に恐縮とは存じますが調査の趣旨をご理解のうえ、会員への一斉

メールや会誌など、調査協力の周知の方、よろしくお願い申しあげます。参考として、施設実態調査と会

員意識調査の調査票を同封いたします。また、「会員意識調査」の会員様向けの案内ポスターもお送りし

ますので、ご活用していただければ幸いです。 
本調査に付き、日臨技のホームページでは 11 月 29 日にバナーが設置され、回答が可能となります。

JAMT マガジン 10 月号では、日臨技からのお知らせとして、調査の予告をしています。今後については、

令和３年 11 月 29 日に日臨技会員が 1 名以上所属している施設の検査部門責任者宛に協力の依頼文を発

送いたします。また、11 月 25 日頃、12 月 15 日頃には会員へ一斉メール送信を予定していますのでご参

考ください。 
最後に、この調査結果については報告書としてホームページに掲載いたしますが、回答された個々の施

設の実態を公表するものではありませんので、念のため申し添えます。 
敬具 

記 
１．調査の種類とご記入者 

1）施設実態調査（令和３年 11 月 20 日現在、日臨技会員が 1 名以上所属している施設が対象） 
施設実態調査は、検査部門の責任者の方または副責任者相当職の方がご回答ください。 

2）会員意識調査（令和３年 11 月 20 日現在において、日臨技の会員である方が対象） 
会員意識調査は、貴施設の当会会員全員にご回答いただくようご連絡をお願い申し上げます。 

２．調査ご回答期間 
令和３年 11 月 29 日（月）から令和３年 12 月 20 日（月）まで 

３．ご回答方法 
日臨技ホームページ（www.jamt.or.jp）のトップページ「施設実態調査・会員意識調査」のバナーか

らの回答ページまたは、スマートフォンから次頁の QR コードよりでのご回答も可能です。 
以上 



  
  

 
 
 
 
 
 
 
 

「施設実態調査の QR コード」         「会員意識調査の QR コード」  
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